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外（I ターン）の人たちの力もあります。その結果、昨年度は 340 名の新たな雇用が生ま




藤野 忠敬 グローバル連携機構 准教授 
 SDGs は全世界に向けたコンセプトであり、「誰一人取り残さない、社会・環境・経済
三位一体の課題解決」がキーワードとなっています。 
 国連は、市民社会と民間が国連と動くことでしか達成がなし得ない SDGs の目標を掲
げ、”Whole-of-Government” approach で SDGs の達成を目指しています。 
情報が共有され、国を超えて人々が簡単につながることが出来る今だからこそ、社会・











第一部 基礎的社会サービスの観点から  
 
島の医療と課題とこれまでの取組み 
前田 隆浩 地域医療協働センター長 
長崎県には 51 の有人離島があり全国一の数です。しかし、離島人口を見ると長崎県は
鹿児島県に次いで 2 番目であり、近い将来 3 番目となることは確実と言えるほど長崎の
離島人口の減少は激しく、最近の 12 年間で 3 万人近い人口が減っています。特に高齢
化は深刻で、平成 29 年の全国の平均高齢化率が 27.7%であるのに対し、平戸市 39.2%、










中村 典生 地域教育総合支援センター長 
長崎の離島教育の課題として、まず小規模校の多さが上げられます。12 学級未満の学
校は小規模校に分類されますが、長崎における小規模校の割合は 70%で全国 8 位の多さ




ンパス、理科の移動実験体験(今年度は離島 5 箇所で実施)を行っています。 
更に、自分の町にどのくらい誇りを持てるかは教育上大事であると考え、ふるさと意識








松田 浩 インフラ長寿化センター長 

















第二部 まちづくりと集落社会の持続性の観点から  
日本の集落の在り方 



















塩川 徳也 五島市地域振興部長 
 五島は、自然・食べ物・歴史など様々な魅力が詰まった島です。しかし、60 年前の 9 万




成 25 年度から増加傾向にあります。今年度の観光客は 23 万人に届く勢いです。 
【移住】五島市は県内の自治体では一番移住者数が多く、特に 30 代までの移住者が 7
割と若い世代が目立っており、更に 3 年後の定着率も 8 割と比較的高い水準です。しか
し、住居が足りないという課題があります。 
【仕事】地域にある資源の活用に加え、風力発電やドローンなど先端技術を活用した













篠原 一生 壱岐みらい創りサイト事務局長 
 壱岐市は、平成 30 年に内閣府の事業である SDGs 未来都市及び自治体 SDGs モデル
事業に選ばれました。そのため、未来都市として「壱岐活き対話型社会“壱岐(粋)な


























永田 康浩 地域包括ケア教育センター長 
 2004 年から長崎大学は学生を育てるべく離島での地域医療教育を始めました。当初
は離島を中心におこなっていたのが県内全域に広がり、最終的には都市型教育にも結び
















濱本 翔 様 
  
五島市地域おこし協力隊 
宮本 恭子 様 
  
新上五島町政策推進班係長 
















【五島市三井楽支所 地域おこし協力隊・宮本 様】（以下「五島・宮本」） 






















篠原 一生 様 
  
対馬市しまの力創生課長 
一宮 努 様 
  
長崎県地域づくり推進課企画監 






















































































































んでいます。今後も島証 SDGs として、島・県と組織を作って、全体として推進していきます。 
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第三部 Industry 4.0 を駆使したスマート 6 次産業化モデル構築事業 
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永田 康浩 地域包括ケア教育センター長 
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長崎大学グローバル連携機構 
